
全
体
が
荒
れ
て
き
た
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昔
行
わ
れ
て
い

た
炭
焼
き
や
各
家
庭
の
燃
料
と
し

て
の
薪
の
需
要
が
な
く
な
っ
た
こ

と
、
信
濃
平
ス
キ
ー
場
が
閉
鎖
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
広
大
な
ゲ
レ

ン
デ
の
刈
払
い
が
な
く
な
っ
た
こ

と
も
荒
れ
て
き
た
大
き
な
原
因
で

し
ょ
う
か
。
山
が
荒
れ
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
昔
は
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
熊
や
イ
ノ
シ
シ
、
カ
モ

シ
カ
、
鹿
な
ど
の
大
型
獣
が
里
山

に
も
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
村
内
に
も
時
々
出
没
し

て
畑
を
荒
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
獣
の
数
が
減
る
要

因
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
増

え
て
く
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
ま
す
。
村
内
へ
の
獣
の
出
没
が

頻
繁
と
な
り
、
食
害
が
増
え
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
山
林
や
田
畑
、
人

を
守
る
た
め
の
方
策
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
費
用
を
か
け
て
、

電
気
柵
を
設
置
す
る
こ
と
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
以
前
ラ
ジ
オ
で
、
オ
オ
カ
ミ

を
山
野
に
放
ち
、
鹿
等
を
捕
食
さ

せ
て
食
害
を
減
少
さ
せ
た
ら
ど
う

か
と
の
考
え
を
聞
き
、
新
鮮
な
驚

　
旧
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
の
様

子
や
、
そ
の
苦
難
の
道
の
り
は
、

こ
れ
ま
で
も
ド
ラ
マ
や
映
画
に
描

か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
引
き
揚
げ
が
ど
う
し
て

実
現
し
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

扱
っ
た
ド
ラ
マ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
私
た
ち

が
全
く
知
ら
な
か
っ
た
丸
山
邦
雄

　

き
っ
か
け
は
、
ポ
ー
ル
・
邦
昭

さ
ん
が
お
書
き
に
な
っ
た
「
満
州

奇
跡
の
脱
出
」
と
い
う
本
を
、
書

店
の
歴
史
関
係
の
棚
を
ぼ
ん
や
り

と
眺
め
て
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま

見
つ
け
て
、
手
に
取
っ
て
読
ん
だ

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
２
０
１
４
年

の
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
３

年
か
け
て
ド
ラ
マ
化
が
実
現
し
ま

し
た
。

き
を
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
獣
害
対
策
は
、

こ
れ
か
ら
は
と
て
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
黒
岩
山

は
、
山
全
体
が
昭
和
46
年
に
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
は
、
全
国
的
に
珍
し
い
ギ
フ

チ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
混

生
し
て
お
り
、
ま
た
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
や
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

も
生
息
し
て
い
ま
す
。
外
様
公
民

館
で
は
、「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
・
カ
タ
ク
リ
観
察
会
」

や
「
黒
岩
山
自
然
観
察
会
」
を

毎
年
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
好

評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
黒
岩
山
に
は
、
こ
れ

ら
貴
重
な
生
物
を
守
っ
て
い
く
力

 

強
い
味
方
が
い
ま
す
。
そ
れ
は『
天

然
記
念
物
「
黒
岩
山
」
保
全
協

議
会
』
で
す
。
黒
岩
山
や
周
辺
の

里
山
の
自
然
環
境
を
整
備
・
保
全

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
し
た
山

の
田
畑
を
ど
う
こ
う
す
る
こ
と
ま

で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
道
に
刈

払
い
等
を
行
っ
て
森
林
の
整
備
保

全
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
も
集
落

館
長
と
い
う
立
場
で
、
１
年
前
か

ら
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
作
業
は

大
変
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
も
美

し
い
黒
岩
山
の
整
備
保
全
に
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

私
は
、
昭
和
50
年
に
就
職
の
た

め
飯
山
市
を
離
れ
、
２
年
前
に
ふ

る
さ
と
で
あ
る
外
様
地
区
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
戻
っ
て
感

じ
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
記
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
年
前
か
ら
ふ
る
さ
と
に
住
む

よ
う
に
な
っ
て
ま
ず
思
っ
た
の
が
、

村
内
の
住
民
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
や
高
齢
化
が
進
ん
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。集
落
の
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
は
、全
国
的
に

も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
小
さ

な
集
落
に
お
い
て
は
、そ
れ
が
顕

著
に
現
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
農
業
に
従

事
す
る
人
が
減
少
し
、
山
の
田
ん

ぼ
や
畑
の
耕
作
放
棄
地
が
増
え
た

こ
と
や
山
林
や
山
道
の
手
入
れ
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
黒
岩
山

丸
山
邦
雄
さ
ん
の
こ
と

を
知
っ
た
き
っ
か
け

さ
ん
の
こ
と
を
、
是
非
、
ド
ラ
マ

に
し
て
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
た
わ
け
で
す
。

　

私
が
ド
ラ
マ
を
作
る
上
で
非
常

に
惹
か
れ
た
と
こ
ろ
は
、
丸
山
さ

ん
と
い
う
方
は
す
ご
く
志
の
高
い

方
で
、
い
つ
も
理
想
に
向
か
っ
て

行
動
し
て
い
た
と
い
う
点
で
す
。

ま
た
、
非
常
に
ま
っ
す
ぐ
な
方
で
、

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
に
移

し
て
い
く
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
理

論
化
し
て
い
く
こ
と
に
優
れ
て
い

る
点
な
ど
は
、
ド
ラ
マ
に
描
く
上

で
も
非
常
に
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で

し
た
。

　

今
回
、
撮
影
の
一
部
は
、
当
時

の
都
市
の
セ
ッ
ト
が
あ
る
上
海
で

行
い 

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た

が
、
彼
ら
は
、
こ
う
い
う
ド
ラ
マ

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ど

う
い
う
ふ
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
が
、
大
変
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
か
ら
見

た
ら
日
本
人
は
過
去
の
加
害
者
で

も
あ
り
ま
す
か
ら
。
し
か
し
、
実

際
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
と
、
国

と
国
と
の
関
係
と
い
う
よ
う
な
大

上
段
か
ら
の
話
で
は
な
く
て
、
一

人
一
人
の
人
間
と
し
て
理
解
し

合
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
多
分
、
考
え
方
や

思
っ
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

過
去
の
歴
史
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た
う
え

で
、
人
間
ど
う
し
、
互
い
に
分
か

り
合
う
努
力
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
番

組
制
作
で
し
た
。（飯

山
市
公
民
館
）

　
７
月
６
日
、
飯
山
雪
国
大
学
平
和
講
演
会
が
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
よ
り
約
２
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
講
師
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
ど
こ
に
も
な
い

国
」の
チ
ー
フ・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
中
村
高
志
氏
を
招
き
、

丸
山
邦
雄
氏
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ど
こ
に
も
な
い
国
」

と
い
う
ド
ラ
マ
を
制
作

し
た
理
由

中
村
さ
ん
か
ら
見
た
、

丸
山
邦
雄
さ
ん
の
魅
力

ド
ラ
マ
制
作
中
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と

【第一部】トークセッション
開演 13：30 ～ 14：30（開場 13:00）

会場：飯山市公民館 講堂

開演13：30 ～ 14：30（開場 13:00）開演 13：30 ～ 14：30（開場 13:00）
【第二部】指導碁（多面打）
開始 14：45 ～（見学自由）

　飯山市出身の囲碁棋士 大竹 優 三段が、棋士への道の
りや、囲碁の魅力について語ります。

会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂
2019.9.7
会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂
2019.9.72019.9.72019.9.7（土）
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飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

だより

公民館報   NO.753
図書館だより　NO.481

飯山の文化財
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国の重要文化
的景観に選定
されている小
菅集落で、3
年に一度行わ
れる行事。今
年が開催年に
あたり、7 月
21 日に執り

行われた。二本立てられた柱松に
点火する速さを競い天下泰平と五
穀豊穣を占うもので、その起源は
修験道にあるとされる。国の重要
無形民俗文化財。

小菅の柱松行事

令和元年（2019）　8月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

マイ　★★
オピニオン
意見・私見 Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
ど
こ
に
も
な
い
国
」
の
制
作
者
が
語
る

丸
山
邦
雄
氏
の
魅
力

丸山邦雄氏ブロンズ像
建立募金のお願い

飯山雪国大学 教養講座

大竹優プロ三段が語る
囲碁の魅力 　戦後、旧満州にとり残された１７０万もの同胞を

救済するために、自らを省みずに行動した飯山市富倉
地区出身の丸山邦雄氏の功績をたたえるために、ブロ
ンズ像を飯山駅前の公園に建立したいと考えていま
す。また、このブロンズ像に込められた思いや当時の
歴史を学ぶことをとおして、平和の尊さについて、皆
で考え続けていきたいと願っています。

外
様
公
民
館
顔
戸
集
落
館
長
　
栗
岩
明
浩

ふ
る
さ
と
の
山 

雑
感

※募金の受付は 9月 13 日まで行います。
※飯山市公民館の募金箱は、休日も受付をしております。
問合せ先：飯山市公民館　☎ 62-3342

・市役所（１階総合案内窓口前）
・飯山市公民館
・各地区活性化センター

募金の
設置場所



開演 15:30（開場 15:00）
2019.11.4（月）祝日

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030

9月7日（土）第5回「火起こし・土器作り」

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円

縄文体験「火起こし」と、はにわのストラップ作りに挑戦しよう！！
参加費：無料 / 申込締切：９月４日（水）

【試験会場】  飯山市ふるさと館
【検 定 級】  ◇初級　◇上級　◇マイスター
  （検定級は初級から始まり、合格すると上位の検定が受けられます。）
【受 験  料】  1000 円
【申込締切】  10月12日（土）までにふるさと館へお申込みください。
【申 込  先】  文化財係（ふるさと館内）　☎ 67-2030

10月19日（土）13：00～14:00試験日

　飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴史・文化を知り、その
魅力を再発見するものです。

ふるさと館マンスリースクール
　このごろ、全国的に
文化財の焼失や盗難な
どが相次いでいます。飯
山市内には60を超える
指定文化財と、数多くの
未指定文化財があります。飯山の歴史を未来へ伝える
ためにも、日頃から身近の文化財に対する防火・防災の
心がけをよろしくお願いします。

三味線とPIANOで奏でる名曲達

飯山市文化交流館
なちゅら（大ホール）

料　金

料　金

前売開始日

販売所

主　催

お問合せ

一般 2,000 円　高校生以下1,000 円
（全席指定、当日券は各 500 円増）
・宝くじ助成による特別料金となっています。
・前売りで完売の場合、当日券の販売はありません。
・未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
・チケットはお一人様４枚までとなります。

8月31日（土）9:00 ～

飯山市文化交流館なちゅら

飯山市・飯山市教育委員会・（一財）自治総合センター

飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）

桂 雀
じ ゃ く じ ゃ く

々 落語会上方落語の爆笑王

　平成 30 年開催の「第３回いいやま菜の花寄席」で、春風亭昇
太との二人会に出演し大好評を博した桂雀々。上方落語の爆笑
王の異名をとる人気落語家による捧腹絶倒の滑稽噺でお腹の底か
ら笑ってください。

3,500 円【全席指定・税込】
※未就学児のご入場はできません。

9月7日（土）14：00開演（13：30開場）
飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

お問合せ
飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）

　津軽三味線の“伝統と革新 ”を追求し続けている
上妻宏光とシングライクトーキングのボーカリスト佐藤
竹善による必見のステージです。

　青少年の芸術文化活動を発表する機会を通じ、芸術文化に対する関心を高め、青少年の健全な育成と
市民文化の高揚を図る目的で、今年度も飯山市青少年芸術祭を開催いたします。

お知らせ 飯山市美術館では８月27日～31日まで臨時休館とさせていただきます。
ご迷惑をおかけしますが、ご了承のほどよろしくお願いいたします。

■期　　日　11月 3日（文化の日）【舞台発表の部】
■会　　場　飯山市文化交流館なちゅら 大ホール 
■開催部門および種目【舞台発表の部】
　●音楽部門（合唱、吹奏楽、合奏等）　●芸能部門（民俗芸能等）
　●演劇部門（児童劇、人形劇等）　●舞踏部門（ダンス、民踊、バレエ等）
■参加資格 原則として市内の小中学生、高校生で構成する
  クラブ、学校および民間活動グループとする。
■申 込 先 飯山市公民館（62-3342）
■申込締切 ９月 12日（木） 　

第40回 飯山市 舞台部門参加者募集!!

上妻宏光
STANDARD
SONGS feat.
佐藤竹善

宝くじ文化公演

STANDARDSTANDARD
SONGS feat.SONGS feat.

HIROMITSU
AGATSUMA

CHIKUZEN
SATO
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飯

山

◇
駅
伝
飯
山
チ
ー
ム
練
習
始
動

　

10
月
13
日
開
催
の
飯
山
市
駅

伝
大
会
で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

・
期
日　
９
月
１
日
〜
10
月
11
日

の
毎
週
月
、
金
曜
日
（
小
学
生
：

午
後
６
時
〜
７
時
、中
学
生
以
上：

午
後
７
時
〜
８
時
）

・
会
場　
飯
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

随
時
、選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

・
期
日　
９
月
15
日
㈰午

前
10
時
〜

・
会
場　

飯
山
市
文
化
交
流
館

な
ち
ゅ
ら

・
対
象
者　

本
年
70
歳
と

75
歳
以
上
の
方

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

・
期
日　
９
月
27
日
㈮午

後
２
時
〜

・
会
場　
上
町　

善
覚
寺

・
読
経　

飯
山
地
区
各
寺
院
一
同

秋

津

◇
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

・
期
日　
９
月
１
日
㈰

午
後
２
時
30
分
〜

・
会
場　

秋
津
小
学
校
体
育
館

・
種
目　
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
フ
ラ
バ
ー

ル
バ
レ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
（
団
体
）

・
参
加
料　

無
料
（
小
学
３
年
生

以
下
は
親
同
伴
）

・
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
支
度
、

運
動
靴

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

木

島

◇
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
７
月
７
日
、
第
10
回
木
島
地
区

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
河
川
敷

の
コ
ー
ス
に
て
、
朝
は
肌
寒
く
感

じ
ま
し
た
が
、
大
会
に
は
男
女
54

名
の
参
加
者
で
、開
催
し
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】（
パ
ー
５
７
６
）

優
勝　
　
野
坂
田
チ
ー
ム

準
優
勝　

其
綿
チ
ー
ム

第
三
位　

安
田
チ
ー
ム

　
　
　
　

下
木
島
チ
ー
ム　

【
個
人
の
部
・
男
子
】

優
勝　
　

池
田
俊
昭
（
天
神
堂
）

準
優
勝　
山
本
幸
治
（
野
坂
田
）

第
３
位　

今
井　

寛
（
野
坂
田
）

【
個
人
の
部
・
女
子
】

優
賞　
大
西
い
と
子
（
上
新
田
）

準
優
勝　

依
田
む
つ
子（
上
新
田
）

第
３
位　
山
崎
き
よ
子（
上
新
田
）

◇
木
島
水
の
学
習

　
　
７
月
18
日
、
第
３
回
「
水
の

学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
島
地
区
に
広
が
る
水
田
を
潤

す
水
は
、
約
３
２
０
年
前
の
先
人

た
ち
の
大
変
な
努
力
が
あ
っ
て
今

に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
木
島
小
学
校
４
年

生
の
児
童
16
名
と
一
般
参
加
者
を

含
め
28
名
で
、
山
水
元
神
社
宮
司

の
長
坂
崇
頼
氏
を
講
師
に
社
務
所

で
座
学
の
後
、
歴
史
を
今
に
伝
え

る
須
賀
川
と
深
沢
村
水
論
に
よ
り

作
ら
れ
た
分
水
枡
を
観
察
、
カ
ヤ

ノ
平
で
は
大
沢
堰
等
を
観
察
後
皆

で
楽
し
い
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

◇
第
63
回
木
島
地
区
市
民
運
動
会

・
日
程　
８
月
25
日
㈰
８
時
〜

・
場
所　
木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
飯
山
市
駅
伝
大
会
木
島
チ
ー

ム
結
成
式

・
日
時　
９
月
３
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜

・
場
所　

木
島
公
民
館

瑞

穂

◇
瑞
穂
地
区
大
運
動
会

　

８
月
25
日
に
今
年
も
瑞
穂
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。
７
月
31

日
の
抽
選
に
よ
り
対
戦
相
手
も
決

ま
り
、
開
催
要
項
も
以
前
よ
り

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
釣
り
で

は
、
何
か
面
白
い
も
の
が
釣
れ
る

か
も
・
・
・
。
開
け
て
み
て
の
お

楽
し
み
！
瑞
穂
地
区
の
皆
さ
ん
大

勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
開
会
式
で
参
加
者
の

皆
さ
ん
全
員
に
よ
る
準
備
体
操

の
後
、
護
身
術
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

転
ん
で
も
け
が
を
し
な
い
転
び
方

や
、
変
な
人
に
腕
を
つ
か
ま
れ
た

と
き
の
逃
げ
方
、
自
分
の
身
を
自

分
で
守
る
方
法
な
ど
（
女
性
も
子

供
た
ち
も
、
覚
え
て
お
い
て
絶
対

損
は
な
い
で
す
。
物
騒
な
現
代
社

会
だ
か
ら
こ
そ
こ
ん
な
こ
と
も
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

柳

原

◇
柳
原
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　
７
月
７
日
、
降
り
続
い
た
雨
が

晴
れ
間
を
見
せ
、
無
事
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
熱
戦
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

優
勝　
　

笹
川
チ
ー
ム

準
優
勝　

南
条
チ
ー
ム

第
３
位　
山
口
チ
ー
ム

【
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
】

団
体
の
部

優
勝　

南
条
チ
ー
ム

準
優
勝　
四
ツ
屋
チ
ー
ム

第
３
位　

笹
川
チ
ー
ム

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
飯
山
市
公
民
館
共
催
）

　

７
月
28
日
、
古
道
の
草
刈
り

と
学
習
登
山
を
合
わ
せ
た
富
倉

峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
ず
は

地
域
の
皆
さ
ん
が
古
道
の
草
刈

り
を
行
っ
た
後
、
富
倉
峠
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
倉

峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
は
約

１
２
０
名
で
、
コ
ー
ス
は
上
新
田

か
ら
峠
の
掘
割
り
、
大
将
陣
か
ら

関
屋
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。
公
民

館
専
門
部
員
ら
が
ガ
イ
ド
を
担
当

し
、
子
供
た
ち
が
颯
爽
と
歩
き
ま

し
た
。

◇
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
７
月
25
日
、
８
月
１
日
に
「
誰

で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
何
か

運
動
を
し
た
い
、
体
を
ほ
ぐ
し
た

い
と
い
う
柳
原
公
民
館
女
性
部
の

発
案
で
企
画
さ
れ
、
約
20
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
常
盤
の
西
澤
先
生
（N

-fit

整
骨
院
オ
ー
ナ
ー
）を
お
迎
え
し
、

体
の
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
基
本
運

動
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富

倉

◇
茶
話
会（
泉
台
小
と
の
交
流
会
）

　
７
月
19
日
、
泉
台
小
３
年
生
14

名
と
地
域
住
民
合
わ
せ
て
40
名
が

富
倉
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
か
ら
歌
の
披
露
や
富
倉
地

区
に
つ
い
て
の
学
習
発
表
、
お
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
の
自
由
ト
ー
ク

な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
富

倉
住
民
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
楽

し
み
の
行
事
で
す
。

外

様

◇
ス
ゲ
刈
り
の
実
施

　

外
様
公
民
館
の
共
催
事
業
で

あ
る
12
月
８
日
に
開
催
予
定
の

「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」
の
材
料
と

な
る
ス
ゲ
刈
り
を
７
月
８
日
・
19

日
に
行
い
ま
し
た
。

常

盤

◇
と
き
わ
寺
子
屋

　

７
月
29
日
午
前
と
30
日
午
後

の
２
日
間
、
夏
休
み
の
宿
題
を
進

め
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
の
３
人
の
元
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
み
帳
が
全
て
終
わ
っ
た
子
は

６
〜
７
人
、
先
生
か
ら
間
違
い
探

し
の
課
題
を
解
い
て
い
ま
し
た
。

自
由
研
究
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

　
お
昼
は
カ
レ
ー
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

お
や
つ
は
ク
ッ
キ
ー
や
た
ま
ご

ボ
ー
ル
と
冷
た
い
ア
イ
ス
で
し
た
。

最
後
は
、
理
科
の
実
験
と
し
て
ス

ラ
イ
ム
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
館
初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
達
の

感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
？

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

・
日
時　
８
月
25
日
㈰
８
時
30
分
〜

・
場
所　
常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

今
年
も
新
種
目
が
加
わ
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
楽
し
く
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

・
日
時　
９
月
16
日
㈪
・
祝

午
後
２
時
〜

・
場
所　

常
盤
地
区活性

化
セ
ン
タ
ー

※
今
年
の
対
象
は
５
６
０
人
で

す
。
公
民
館
か
ら
連
絡
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
秋
の
寄
せ
植
え
講
座

　
９
月
に
常
盤
公
民
館
に
お
い
て

寄
せ
植
え
講
座
を
行
い
ま
す
。
季

節
の
花
を
組
み
合
わ
せ
、
皆
さ
ん

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
な
お
、
完
成
し
た
作
品
は

文
化
祭
等
に
展
示
予
定
で
す
。
日

程
は
未
定
で
す
が
、
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

太

田

◇
敬
老
会
・
合
同
金
婚
式

　
９
月
29
日
に
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
敬
老
会
に
あ
っ
て

は
75
歳
以
上
の
方
に
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

金
婚
式
は
ご
結
婚
50
周
年
の

ご
夫
妻
に
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ

る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
ど
の
ご

夫
妻
を
招
待
す
れ
ば
よ
い
か
の
把

握
は
、
民
生
委
員
さ
ん
に
よ
る
聞

き
取
り
に
頼
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
漏
れ
落
ち
に
よ
り
「
金

婚
式
の
年
な
の
に
案
内
が
届
か
な

い
」
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

年
度
の
合
同
金
婚
式
は
下
記
の
ご

夫
妻
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

①
昭
和
44
年
１
２
月
末
ま
で
に
結

婚
さ
れ
た
ご
夫
妻

②
44
年
以
前
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご

夫
妻
で
、
ま
だ
合
同
金
婚
式
に
招

待
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
妻

　

太
田
地
区
在
住
の
方
で
前
記

①
②
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
担
当

民
生
委
員
も
し
く
は
太
田
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
４
５
７
９
）

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡

山

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
座

　

６
月
24
日
に
温
井
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
リ
ン
パ
さ

ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。。

　

今
年
で
６
年
目
と
な
る
こ
の
講

座
は
、
講
師
に
和
田
令
子
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
昨
年
度
よ
り
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
上
の
ケ
ア
ー
を
行
い
ま
し

た
。
体
の
歪
み
・
足
の
む
く
み
・

顔
の
た
る
み
な
ど
の
原
因
を
体
操

で
リ
ン
パ
の
流
れ
を
調
整
・
改
善

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差

し
で
体
操
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

終
了
時
に
は
良
い
汗
を
か
き
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
様
子
で
し
た
。
11

月
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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大会前の準備体操

カヤノ平ロッジ前で記念撮影
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　プラスチックによる海洋汚染が問
題となっている今、実は海だけでな
く、私たちの健康にも影響を及ぼし
ているかも？！
日々の生活のなかで使い捨てプラス
チックを減らすには、何から始めれ
ば良いでしょうか…

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
フ
リ
ー
生
活
」

　
　
　
　

 

今
す
ぐ
で
き
る
小
さ
な
革
命 

シ
ャ
ン
タ
ル
・
プ
ラ
モ
ン
ト
ン
、
ジ
ェ
イ
・
シ
ン
ハ 

著

服
部 

雄
一
郎 

訳

◇ 図書館カレンダー ◇
9/1 日 10:30 ～おはなしひろば
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車①北原 ･常盤
5 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
7 土
8 日 10:30 ～ブックスタート
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車③温井 ･秋津
12 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車④太田 ･富倉
14 土
15 日 10:30 ～おはなしひろば
16 月
17 火 休館日（祝日振替）
18 水 移動図書館車①北原 ･常盤
19 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
21 土
22 日 10:30 ～おはなしひろば
23 月
24 火 休館日（祝日振替）
25 水 移動図書館車③温井 ･秋津
26 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④太田 ･富倉
28 土
29 日
30 月 休館日

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

NHK 出版

　

 

図
書
館
の
30
年
を
振
り
返
る

　
　    

― 

ミ
ニ
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す 

―

　

今
年
は
図
書
館
が
現
在
の
場

所
に
移
転
し
て
30
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
、「
図
書
館
の
30
年
を
振
り

返
る
」
と
題
し
て
ミ
ニ
写
真
展
を

開
催
中
で
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
や
移
動
図
書
館
車
ゆ
き
つ

ば
き
号
を
取
り
巻
く
風
景
な
ど

か
ら
、
昔
懐
か
し
い
様
子
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。

　

展
示
期
間
は
8
月
末
ま
で
、

場
所
は
市
公
民
館
と
図
書
館
の

連
絡
通
路
で
す
。
学
び
の
エ
リ
ア

に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
足
を
止

め
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご利用状況、
貸出・予約ランキングなどの確認と、蔵書検索と資料の予約、
新刊・新着資料検索、パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

　

７
月
24
日
・
25
日
、
城
北
中

学
校
の
職
場
体
験
学
習
が
市
内

各
事
業
所
や
施
設
で
行
わ
れ
、
図

書
館
で
も
２
年
生
の
生
徒
１
名
が

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
図
書
館
を
実
習
の
場

と
し
て
選
ん
だ
久
保
田
梨
咲
さ
ん

は
、「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精

や
り
が
い
を
感
じ
た
２
日
間 

　
　
　
　
　
　
　
〜
城
北
中
学
校
２
年
生 

職
場
体
験
か
ら
〜

い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
」
と
い
う
目

標
を
持
っ
て
、
２
日
間
臨
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

後
か
ら
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
良

か
っ
た
。」
と
い
う
梨
咲
さ
ん
。
図

書
館
の
仕
事
の
様
子
と
い
う
と
、

ま
ず
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
本
の
貸

し
出
し
や
返
却
の
応
対
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
思
い
ま

す
が
、
館
内
清
掃
、
飯
山
市
や

図
書
館
に
関
す
る
新
聞
記
事
の

チ
ェ
ッ
ク
、
寄
贈
資
料
の
受
け
入

れ
作
業
、
返
却
さ
れ
た
図
書
を
元

に
戻
す
配
架
、
移
動
図
書
館
の
準

備
な
ど
、
普
段
は
想
像
し
な
い
図

書
館
の
裏
側
の
よ
う
な
仕
事
も
体

験
し
、「
社
会
に
出
て
仕
事
を
す

る
こ
と
は
や
り
が
い
が
あ
る
。
２

日
間
で
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

趣　
味
・
実　
用

ア
レ
ク
サ
VS
シ
リ

ジ
ェ
イ
ム
ズ　
ブ
ラ
ホ
ス

は
い
！
こ
ち
ら
子
ど
も
記
者
相
談
室
デ
ス
！

か
め
お
か
子
ど
も
新
聞

大
人
に
な
る
前
に
知
る
命
の
こ
と

加

納

尚

美

鬼
と
は
な
に
か

戸

矢　

学

お
し
ゃ
べ
り
な
が
ん
の
図
鑑

小
倉
加
奈
子

眼
科
医
が
す
す
め
る
目
の
不
調
を
感
じ
た
ら
毎
日
食
べ
た
い
料
理

平

松　

類

ど
〜
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

西

尾

哲

茂

図
解
こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
!
古
建
築

妻

木

靖

延

農
家
が
教
え
る
も
ち
百
貨

農

文

協

誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
初
め
て
の
新
聞
ち
ぎ
り
絵

新
聞
ち
ぎ
り
絵
小
組

日
本
の
美
し
い
秘
境

日
本
風
景
写
真
家
協
会

チ
ケ
ッ
ト
不
正
転
売
禁
止
法
が
よ
く
わ
か
る
Q
＆
A

山

下

貴

司

よ　
み　
も　
の

ク
ジ
ラ
ア
タ
マ
の
王
様

伊
坂
幸
太
郎

亥
子
こ
ろ
こ
ろ

西

條

加

奈

状
箱
騒
動

佐

伯

泰

英

ス
ズ
メ
の
事
ム
所

朱

川

湊

人

旧
友
再
会

重

松　

清

極
限
の
婚
約
者
た
ち

新

堂

冬

樹

て
ん
げ
ん
つ
う

畠

中　

恵

店
長
が
バ
カ
す
ぎ
て

早

見

和

真

希
望
の
糸

東
野 

圭
吾

夏
の
騎
士

百

田

直

樹

カ
ザ
ア
ナ

森　

絵

都

ジ
ョ
ン
・
マ
ン
７

山

本

一

力

生
の
み
生
の
ま
ま
で　
上
・
下

綿

矢

り

さ

郷　
　
　
土

古
地
図
で
楽
し
む
信
州

笹

本

正

治

上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ
案
内

山
と
渓
谷
社

満
州
暴
れ
者
（
も
ん
）

森

川

哲

郎

文　
　
　
庫

時
代
小
説
ザ
・
ベ
ス
ト2019

日
本
文
藝
家
協
会

ケ
ー
キ
王
子
の
名
推
理
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
）[

１]

七

月

隆

文

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

　｢学びのエリア秋まつり｣ に併せて行う
図書館まつりで、本のリサイクル市、ビブ
リオバトル、あそびの広場など各種イベ
ントの前日準備、当日のお手伝いをしてい
ただけるボランティアを募集しています。
　また、ご家庭で読まなくなった本があり
ましたら、このときに行う本のリサイクル
市のために提供をお願いします。
　ボランティア参加、本の提供とも、ご
協力いただける方はご連絡をお願いしま
す。（市立飯山図書館☎62-1118）

《リサイクル本提供に伴う注意事項》
※本の提供受付期限は9/27（金）まで
　といたします。
※○〇全集、〇〇百科事典の類の提供は
　ご遠慮ください。
※リサイクル市終了後に残った本の扱い
　は、図書館にお任せいただきます。

10 /5（土）・6（日）
図書館まつり
ボランティア参加及び
リサイクル本提供のお願い

　

事
務
的
な
仕
事
の
ほ
か
、
乳
幼

児
と
そ
の
親
を
対
象
に
毎
週
開
催

し
て
い
る
「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た

の
会
」
に
も
参
加
し
、
赤
ち
ゃ
ん

を
く
す
ぐ
る
わ
ら
べ
歌
を
歌
っ
た

り
、
シ
フ
ォ
ン
と
い
う
布
を
使
っ

た
手
遊
び
な
ど
、
司
書
と
一
緒
に

市
民
と
直
接
関
わ
る
仕
事
も
体

験
し
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

ま
た
、
本
の
返
却
か
ら
配
架

作
業
を
体
験
し
て
「
本
の
返
却
が

あ
っ
た
と
き
に
、
本
の
中
を
確
認

し
て
表
を
き
れ
い
に
拭
い
て
い
た

し
、
本
は
、
司
書
の
方
が
分
類
ど

お
り
元
に
戻
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ラ
ベ
ル
の
色
が
分
か
れ
て
い

て
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し

た
。」
と
自
分
な
り
の
気
づ
き
も

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

図
書
館
に
限
ら
ず
、
中
学
生

に
と
っ
て
の
職
場
体
験
の
場
は
、

社
会
の
マ
ナ
ー
や
責
任
を
も
っ
て

仕
事
を
す
る
大
切
さ
を
知
る
、
労

働
に
携
わ
る
方
と
時
間
を
共
に
し

て
そ
の
姿
を
見
た
り
、
ど
の
う
な

考
え
で
そ
の
仕
事
に
向
か
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
る
こ

と
で
、
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で

▶
平
成
１３
年
度
の
図
書
館
ま
つ
り

に
て
、
草
木
染
め
参
加
者
で
記
念

撮
影
。

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
職
業

体
験
を
受
け
入
れ
て
い
く
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、「
図

書
館
の
仕
事
っ
て
こ
ん
な
こ
と
も

あ
る
ん
だ
」
と
、
あ
ま
り
表
に
は

出
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
く

貴
重
な
機
会
と
し
て
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


